
ROHTO Open Monitoring System

ロート製薬はモノワイヤレス社の無線センサーを使用した安価なモニタリングシステムを構築無償公開しました。
このシステムを複数の企業活用し異常データを共有、寿命予測を実現したいと考えています。



モニタリングの全体構成
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CUE
（振動）

省電力無線通信

集計モジュール

Wi-Fi

アクセスポイント

受信機

サーモグラフィーモジュール

熱電対モジュール（高温測定）

Wi-Fi

環境PAL
（温度・湿度・照度）

集計モジュール

受信機

電流センサー

受信機

集計モジュール

省電力無線通信

省電力無線通信



システム構成

通信 集約 保存 分析 可視化

予測・異常検出

ＡＩモデリング
データ蓄積後に
構築する

異常検出
（従来法）

５分間のデータをまとめてコピー



4

振動グラフ
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事例紹介 冷却水ポンプ

01 ポンプインペラー側

02 ポンプカップリング側04 モータ ファン側

＜01 ポンプ インペラー側＞

＜04 モータ ファン側＞

03 モータ カップリング側

振動増大が認められ整備を計画していた。
振動モニタリングを実施した結果、モータ側に
大きな振動を認めた。特にファン側が大きい。

最大値：3,540mG

最大値：220mG

冷却水ポンプとセンサ設置位置



型式：6311ZZ , 軸径５５φ
回転数：1800rpm（インバータで回転数制御中）
使用年数：５年
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モータ（ファン側）ベアリングの状況

グリス固化、油分なし
外輪にﾌﾚｯﾃｨﾝｸﾞあり

転動面にﾃﾝﾊﾟｰｶﾗｰ発生
微細なフレーキング発生
→転動面全体に

転動面にﾃﾝﾊﾟｰｶﾗｰ発生
微細なフレーキング発生
→転動面全体に

全体にﾃﾝﾊﾟｰｶﾗｰ発生
微細なフレーキング発生
→転動面全体に

分解時

拡大
内輪

転動体

外輪
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整備前後

振動値が回転変動に
敏感に反応している

整備前 整備後整備中

回転数が変動しても
振動値は一定


